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基本構想 環境と風景が息づくまちづくり

重点的方針 町の環境を活かした再生可能エネルギーの地産地消等の可能性検討

概要
　豊かな自然環境に恵まれている二宮町において、町内の地形等を活かした再
生可能エネルギー導入の可能性を含め、計画を策定します。
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方向性

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施 ④要検討

課題
（箇条書き）

・二宮町における民間事業者による再生可能エネルギー事業の導入促進に向けた支
援策等の実現にあたっては、実際に支援策を講じる関係部署等の協力が不可欠。
・再生可能エネルギー利用の基盤づくりとして、温暖化対策に関する普及啓発が必
要。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため現状維持
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、さらに改善の余地がある
Ｃ：事業を改善し、より政策を進める必要がある　　Ｄ：施策を見直す必要がある

Ａ

説明

　地域の主体性を尊重し、支援を行うことで、地域を自分たちで清掃するという意識が高
まっていると考える。
　推進本部体制の構築により「二宮町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」の推進を
図ることができた他、温暖化対策事業化実施研究会による再生可能エネルギー事業の研
究により、町に有効な導入促進支援策を研究することができた。

意見等
・実行計画の着実な推進と進行管理を行う。
・環境教育等によって温暖化対策の意識付けを行う等、基盤づくりをしていく。



意見等

　環境と風景が息づくまちづくりを実現するために、町の環境を活かした再生可能エネル
ギーの地産地消等の可能性検討は重要な施策であることから、各種取り組みを推進した
が、具体的な事業は概ね予定通り進んだため、引き続き、取り組みを推進する。
　今後、さらに推進するために、国や県のエネルギー政策や産業政策の動向を踏まえ策
定した「二宮町地球温暖化対策実行計画」に基づき、町が行う事業により排出される温室
効果ガスの削減を計画的に推進するとともに、再生可能エネルギー事業については、町
に有効な導入促進支援策の実現に向け、民間事業者と引き続き連携し、推進するための
基盤づくりの強化に努める。

◎最終評価者[庁内評価委員会]
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